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研究成果の概要（和文）： 
青島を対象にインテンシブな調査と質問表調査を実施した。村が土地開発によって収益をあ

げて、元村民の住宅建設など様々な生活基盤の整備をしている事例があった。この地域では、

「本村人間の均分主義、よそ者に対する格差」が地域社会を構成する論理となっている。都市

住民は本村人でない限り、数年で移転しているなど、頻繁な移動を経験している。一般に、住

民が地域の問題に積極的にかかわることはない。 
 
研究成果の概要（英文）： 

We carried out both intensive and questionnaire research in Qingdao, China. With 
this materials of this research, we found out that some villages could yield huge profits 
out of a property development, and maintained various infrastructures such as 
housing, water supply, education and so on for co-villagers’ member. In these villages, 
the logic of “equal division within co-villagers’ member, and disparities between 
co-villagers and outsiders” permeates through regional social life. And ordinary 
residents, as long as they are not co-villagers but outsiders, are experiencing frequent 
movement in several years. Generally, they are reluctant to commit themselves to 
social activities in regional community. 
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１． 研究開始当初の背景 (3)グローバル化が引き起こしている社会的

格差を克服する方途の検討は、成熟した市民
社会を実現する必要条件である。 

(1）東アジアはグローバル化のもとでの構造
格差、富裕層・中間層・不安定就業層の階層
間格差を同時代的に経験している。 (4)グローバル都市論、新中間層論、市民社会

論、消費社会論、エスニシティ論、ネットワ
ーク論などの様々の研究は、この中心テーマ

(2）国境を越える人の移動は、国家と社会と
の関係を変容させている。 



を共有することによって現代社会学の一端
を構成している。 
 
 
２．研究の目的 
中国社会の構造変動のダイナミズムを開

明するとともに、社会学的な変動モデルを提
起し、東アジの構造変動を比較的に研究する
パラダイムを検証する。また、成熟した市民
社会が実現する可能性を実証的に解明する。 
（1）中国では、Community の中国訳として
「社区」が使われているが、社会学的概念地
域（Community）と必ずしも一致しない。
地域の構造を社会学的に確認することを目
的とする。 
（2）中国社会をフィールドにした社会学的
な変動モデルを構成するために、中国で特に
関心を持たれている諸問題、即ち、外来者と
地元住民との社会的格差の実態、格差が形成
される論理、都市地域社会の再編にかんする
調査研究を目的とする。 
（3）分析モデルとしての｢基礎構造パラダイ
ム｣の検証。 

中国社会に内在する固有の構造的メカニ
ズムと論理を明らかにするためのパラダイ
ムである。現代中国の構造転換の具体相に表
出している現実現代中国の社会構造の転換
では、急激な経済成長を迎え、成長のチャン
スに恵まれた地域と人々がある一方、成長の
波に乗るだけの条件が欠けた地域と人々が
あり、格差を拡大している。しかし、社会構
造の転換を社会全体として見れば、経済成長
を達成し、階層格差を拡大するメカニズムに
は、構造転換の深層に布置する中国の構造的
特性が大きな規定力となっていることを見
逃すことが出来ない。個人のレベルでいうな
らば、農村から都市に移動するエネルギーを
引き出し、新しい生活を経験し、そして、諸
個人が経験した成功と失敗を受容させる論
理が存在している。社会を構成する論理と
人々が生きる観念の基層を明らかにするこ
とで、中国社会の構造的特性がグローバル化
のなかの構造転換を促進させ、あるいは抑制
している側面をダイナミックに論じる事が
できる。さらに、この事実の上に、東アジア
地域における構造転換の多様性を見いだす
視座を検討することができる。 
 
 
３．研究の方法 
（1）都市の空間的拡大、産業構造の変遷、
人口動態と居住空間の再編など基礎的な資
料の収集。 
（2）人々の移動エネルギーが引き出される
形態と論理を開明するために、インテンシブ
な聞き取り調査を実施。 

4 つの典型的な地域（都心ビジネス街とし

て開発された地区、レジャー村に生まれ変わ
った漁村、中間層の住む住宅団地、gated 
community としての｢小区｣）を対象に、人口
移動と地域社会の変容に関する資料を収集
した。 
①住宅開発が進んでいる地域では、インテン
シブな聞き取り調査と、質問票を用いた調査
によって、住民の移動状況、生活意識に関す
る資料を収集した。 
②市街地にとりこまれた地域と漁村が急激
に住宅化した地域では、地域社会の運営に関
する資料を収集した。 

(3) コミュニティ意識を検証するために、住

宅地として開発された地区の住民300名を対

象にした質問表調査を実施した。コミュニテ

ィへの規範意識、住民の地域的な移動、学歴、

職業の経路、家族構成とネットワークを調査

項目とした。 
 
 
４．研究成果 
(1)地域を構成する論理 
①4 つの事例から、社区を管理する不動産管
理会社が果たす役割が大きいことがわかっ
た。また、党組織は表面には現れないが、居
民委員会の組織においても、不動産管理会社
の経営においても、中核となっている。 
②不動産管理会社には、道路の清掃、ゴミ処
理、個人家屋の修繕、部屋の下水道が詰まっ
たとか、水が漏れたとか、壁にひびが入った
とか、とにかく様々な事項が持ち込まれてい
る。しかし、不動産管理会社による管理事業
によって、園内が清潔で、安全秩序が保たれ
て、人の移動を管理している。 
③この厳格な管理のおかげで、住民は、自分
たちだけの安寧な生活を楽しむことが出来
住宅の資産価値を増大して、住民の満足度を
高めている。 
(2)地域のタイプ 
①居民委員会と不動産管理会社が一体とな
っている事例；生産大隊の財産を継承した地
域では、行政機能の一端を遂行するよう求め
る居民委員会とは別に、資産を管理し、経営
利益を発展させる資産管理会社を設立して
いる傾向が強い。元村民は、企業の社員とし
て受け入れられ、村が共有する利益を享受す
る利益を今日中することが出来る。村の財産
のおかげで、良好な生活条件を享受できる村
民は、外来者との成員資格の区分を明確にし、
利益の享受から排除している。 
②居民委員会の管轄範囲は元住民の組織す
る公司の範囲をこえて、行政的な機能の一端
を狭量区に推し進めなければならない事例； 
元の村が新しい社区の中核となってはいる
が、オフィスビルや大型複合レジャー施設が
建設されて、一からすると外来者や賃貸者が
すでに本村人を圧倒しており、居民委員会と



（4）コミュニティ意識 公司との関係はもう少し複雑な組み合わせ
なにならざるを得ない。もと村民は、都市の
中心で、近代的なオフィスビルが建ち並び、
歓楽・ショッピング・飲食店が集中し、外来
者の流入が激しいにも関わらず、なお中心的
な空間に自分たちの生活空間を保持し、都市
のただ中でも、大隊が操業していた企業体を
継続して共有し、資産を拡大することで、生
産大隊の構造を引き継いだ体制を新たに生
み出している。従って、当地では、もと村民
と移り住んできた住民とは交わらないモザ
イク構造が出現している。党組織は、地域全
体の管理という視点から、両者を仲介する役
割を果たしているように推測される。 

対象地域の住民の多くは、青島出身、もし
くは青島周辺の出身者であった。居住歴は、
1990 年以降に統治に移住してきた人である
か、2000 年になって入居した人も少なくな
い。コミュニティ意識を測定する一つとして、
「この社区のために何か役に立ちたいこと
をしたいか」という質問をした。相対的に肯
定的な意見が多く表明されたが、移動に関し
ては「出来れば移りたい」という人が相対的
に多いという事実と相反する傾向が示され
た。調査に対する「タテマエ」的な回答なの
か、それとも何らかのロジックでそのように
意欲させているのか、さらに検討が必要であ
った。 ③立ち退き住民のために家屋を補償したに

もかかわらず、元住民の組織が解消され、不
動産管理会社が居民委員会とは一線をかし
て画して、独自に不動産収益を求めている事
例；小区の道路、下水道、建物の管理の経費
は、不動産会社の事業の経営利益から売り下
の中から補填している。建設当時、この不動
産会社に提供された管理費の積み立てこそ
が、資金として、新たな不動産市場での活動
を支え、運用益を生み出している。 

 

④ゲートつき｢小区｣の事例；人の出入りを厳
格に管理することで、閉ざされた「小区」の
資産価値を高めようとしている。一種の
gated community としての性格を持つ。周
囲を壁で取り囲み、邪気の進入を影壁で防い
だ「四合院」を連想させる。現在、高級マン
ションとして建設されているのは、例外なく
この様な形式によっている。移動者が閉じら
れた空間を共有することによって、形態的に
も、そして家屋の価格、社会階層、生活形態
などの社会性をも共通項として産出するメ
カニズムとなっている。 

 

23.2 

7.0 

19.4 

26.8 

38.0 

29.4 

30.7 

25.4 

29.4 

19.3 

29.6 

21.7 

高科園

世紀華庭

合計

この地域、?山区 青島 青島市以外の山東省 山東省以外

 
 
 

(3)「社区」の構造的性格 
「社区」が住民自身の自主的・主体的な参加
によって組織され、住民意識の地域への統合
性、活動の自主性、地域への愛着という規範
性によってエネルギーが引き出されている
とは想定しがたい。地元住人にすれば、「肥
水不落外人田（利益を外に漏らさない）」と
いう格言があり、利益を共有するものとそう
でない者との分限を明確にして、「本村人間
の均分主義、よそ者に対する格差」に、地域
社会を構成する論理となっていることを伺
うことが出来る。かつての大隊の構成員は、
不動産的価値が高まれば、社員としていっそ
う確実は便益を享受することを期待できる。 

しかし、彼らにあっても、一般に表現する
と、面倒なことは居民委員会と不動産会社に
お任せという態度が大きい。まして、他所か
ら移り住んだ人たち、賃貸住宅に住んでいる
人たちにとって、条件が悪ければ、もっと良
いところを探して転出すればよいことであ
る。 
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（5）現代中国におけるコミュニティの構造
と論理 

人民公社体制の土地管理の影響をなお引

き継いでいることがわかった。土地や企業な

ど村が管理する財産が利益を生んだ場合、利

益を享受するのは、元村民に限定される。企

業の立地に恵まれた地域は、資本と企業を呼



び込み、さらには土地の不動産的運用も可能

で、村に蓄積される金額は膨大なものになる。

村人に雇用機会を生み出すだけではなく、企

業を創業するチャンスを拡大し、さらに蓄積

した資金で住宅の提供など村人に手厚い福

祉を提供している。「肥水不落外人田（利益

を外に漏らさない）」という格言があるよう

に、利益を共有するものとそうでない者との

分限を明確にして、「差序格局」として知ら

れる論理が貫かれている。この構造論理を

「本地人間の均分主義、外地人に対する格差

主義」とモデル化した。 
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